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経費の削減収入確保に努め、現存する経営資源を有効に活用してい
る。

【目的適合性】

【計画性】

【組織運営の健全性】

毎年安定的に収入が確保されており、借入金はなく、適正な水準で経
営されている。

【経営の効率性】

【財務状況の健全性】

＜財務状況＞
財務の状況については、借入金もなく、安定的に黒字を確保し、

経営基盤は安定しているものと評価できる。

＜経営状況＞
法人が自己評価した経営評価指標の項目については、各評価

項目において、おおむね妥当なものと認められる。

＜留意事項＞
当法人は、これまでの黒字により、約15億円の一般正味財産を

有し、そのうち約9千3百万円を本部社屋建替費用として積み立
て、平成45年度の新社屋取得を目指しているが、公益法人とし
て、収支相償や遊休財産の制限に留意することはもちろんのこ
と、その取扱いについても、公益性の観点に照らし、適切かつ計
画的に対応することを期待する。

なお、県においては、当法人の設立の趣旨及び公益法人におけ
る収支相償の観点から、当法人への業務の委託に当たっては、
その対価である委託料について、これまでの実績等を踏まえた継
続的な見直しに引き続き努めていただきたい。

中期計画に基づいた経営により、計画の達成状況等を検証し、適切・
迅速に経営改善が図られている。

内部統制が確立されており、持続可能な事業運営のために人材育成
等が図られている。

経営評価結果

上記についての所管課の意見・評価

評価区分 Ａ：概ね良好

設立当初から事業の公益性は変わらず、社会経済情勢等の変化に対
応した検証・見直しを行っている。

受託等収入率 管理費比率 人件費比率 流動比率 借入金比率

95.79 1.78 24.86 1,437.17 0.00

正味財産比率 経常比率 総資産当期経常増減率 県財政関与率 補助金収入率

89.75 106.00 5.09 92.82 0.00

財務分析指標
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資産 負債 正味財産

1,692,830 173,570 1,519,260

決
算

前期一般正味財産増減額 当期一般正味財産増減額 一般正味財産期末残高

33,249

平成２７年度青森県公社等経営評価書

（平成２６年度決算ベース）

法人の自己評価（経営評価指標）法人名等

出
資

資本金 県出資額

4 （公財）青森県建設技術センター

所管課名 県土整備部整備企画課

決算状況 （単位：千円、％）

88,791 1,516,260

県出資比率
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